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４ 履修について 

（１）科目の履修と単位 
      高校までの時間割と異なり、大学では、どの授業を受けるのかを自分で決めることになり

ます。授業を受けることを「履修」といい、大学での学修には、「履修の手続き」が必要で

す。どの科目を学習の対象とするかということを大学側へ学期ごとに登録しなくてはなりま

せん。これを「履修申請をする」、「履修登録をする」といいます。「履修の手続き」の詳

細は、（６）履修方法とＣＡＰ制を参照してください。 

また、単位は、履修した授業科目について、試験（筆答試験、実技試験、レポート・論文 

等の審査等）を行い、合格した者に与えられます。大学で授業科目を履修し、その科目の単 

位が与えられるまでの流れは、次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

     なお、一つの授業科目の単位を分割して修得することはできず、また、一旦修得した単位

の取り消しは認められません。 

     授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもっ

て構成することを標準として、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外の

必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算します。 

     １）講義については、15 時間の授業をもって１単位とします。 

     ２）演習については、15 時間又は 30 時間の授業をもって１単位とします。 

     ３）実験、実習、製図等については、30 時間又は 45 時間の授業をもって１単位とします。 

    したがって、45時間に満たない授業時間については、予習や復習を含め自学自習をしなけ

ればなりません。例えば、１単位が 15 時間の授業の場合、最低でも 30 時間は自学自習をし

なければなりません。 

   「CAMPUS SQUARE」では、授業時間以外の学修時間（＝自己学習時間）を入力する機能があ

ります。この自己学習時間の記録は、学習や学生生活の振り返り、自己の見つめ直しに役立

ちますので、ぜひ活用してください。 

 

（２）スクリーニングの実施（１年次終了時） 

１）１年次終了時に次のスクリーニング条件を満たさない学生（以下「スクリーニング学生」 

という。）は、２年次後期における学科各コースへの分属を保留する。 

  ≪スクリーニング条件≫ 

    理工学部共通科目及び所属する学科の学科共通科目のうち、１年次に開講している必修全

科目の修得単位数が、昼間コースについては 11 単位、夜間主コースについては 12単位 

２）スクリーニング学生は、１年次に開講している科目以外は履修することができない。ただ 

し、２年次に開講される一般教養教育課程の科目については履修することができる。 

３）スクリーニング学生の翌年度以降のスクリーニングは、１年次同様に３月に実施し、スク 

 リーニング条件を満たした学生の学科各コースへの分属は翌年度後期からとし、分属方法の 

詳細は、各学科において定めるところによる。 

 

（３）コース分属の方法 

２年次前期終了時における学科各コースへの分属方法は、以下に示す規定を基本とし、実 

施の詳細は各学科において定めています。 

  なお、分属後の学科内のコース変更は原則認められません。 

１）コース分属の時期 

    ２年次後期（毎年 10 月１日）とする。 

 

 

 

 

履修科目の検討・決定 履修登録 授業出席 履修確認 

試験・評価 合格 単位認定 
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８ 地方創生推進教育プログラム 

【目的】 

本学は、「創造的な科学技術で夢をかたちに」を基本理念とし、「総合的な理工学教育を行

い、地域社会さらには国際社会における知の拠点として豊かな社会の発展に貢献する」ことを

目指しています。

「地方創生推進教育プログラム」は、地域産業を自ら生み出す人材などの地域を担う人材を

育成することを目的としています。「地方創生推進教育プログラム」では、地方公共団体や地

元企業等と連携した取組や地域資源を活かした教育活動を行い、地方創生に資する能力を育成

します。

（１）構成

「地方創生推進教育プログラム」は、別表に示すように地域教育および地域課題教育に関

する科目群で構成されています。

①地域教育に関する科目

北海道の自然、文化、社会、産業の特徴等から北海道を理解するとともに、現代における

北海道と海外との関係について学びます。主に本学の一般教養教育科目で構成されています。 
②地域課題教育に関する科目

地域の課題に取り組んで、自らの専門分野とは異なる分野の知識や技術に対応できる力や

異分野の科学技術者と協働できる力を身につけます。科学や工学の課題解決に役立つ新しい

技術は、多くの場合異分野との交流から生まれています。地域課題教育により、異分野との

協働を学びます。主に本学の創造工学科共通科目とシステム理化学科共通科目、学部及び学

科共通科目の中の情報科目、一般教養教育科目の中の地域連携科目や実習系の科目から構成

されています。

（ア）創造工学科共通科目とシステム理化学科共通科目

現代の科学技術者には、隣接する専門分野の科学技術者と協働して仕事ができる能力が

求められています。特に、北海道の産業では、この協働して仕事ができる能力が強く求め

られています。両学科の共通科目では工学や理工学の基盤になっている基礎的科目を専門

分野の枠を超えて学びます。このような専門分野を超えた技術に関する知識と理解は、技

術を広い視野で俯瞰できる力になります。

（イ）学部及び学科共通科目の中の情報科目

情報とデータを取り扱う技術は、現代の全ての産業を支えるとともに産業や社会の枠組

みを超えて社会全体に革新をもたらしています。本学では、全ての分野において、その分

野の情報とデータを学生自らが解析できるように情報教育を行っています。地域の課題に

取り組むためにも情報とデータを取り扱う技術は必須なことから、情報科目を地域課題教

育に加えています。

（ウ）一般教養教育科目の中の地域連携科目や実習系の科目

地域の企業等から提示された課題に取り組む科目や地域産業界での職業体験を積む科

目などで構成されています。実体験を通して、地域産業界の特性を考え、理解します。実

習系の科目には、地域インターンシップや臨海実習、社会体験実習等があります。

この教育プログラムの履修によって、胆振地域・北海道の特性を理解した地域産業を担う

高度な地域人材が誕生し、さらに地域に根差したグローバル・リーダーへと成長していくこ

とを期待しています。 

（２）地方創生推進教育プログラム修了証書

所属する学科・コースの卒業に必要な所定の単位を修得するとともに、地方創生推進教育

プログラムで定めた必修科目 26 単位、選択科目９単位以上、合計 35 単位以上を満たした場

合に、《室蘭工業大学地方創生推進教育プログラム修了証書》を授与します。
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８ 地方創生推進教育プログラム 

【目的】 

本学は、「創造的な科学技術で夢をかたちに」を基本理念とし、「総合的な理工学教育を行

い、地域社会さらには国際社会における知の拠点として豊かな社会の発展に貢献する」ことを

目指しています。

「地方創生推進教育プログラム」は、地域産業を自ら生み出す人材などの地域を担う人材を

育成することを目的としています。「地方創生推進教育プログラム」では、地方公共団体や地

元企業等と連携した取組や地域資源を活かした教育活動を行い、地方創生に資する能力を育成

します。

（１）構成

「地方創生推進教育プログラム」は、別表に示すように地域教育および地域課題教育に関

する科目群で構成されています。

①地域教育に関する科目

北海道の自然、文化、社会、産業の特徴等から北海道を理解するとともに、現代における

北海道と海外との関係について学びます。主に本学の一般教養教育科目で構成されています。 
②地域課題教育に関する科目

地域の課題に取り組んで、自らの専門分野とは異なる分野の知識や技術に対応できる力や

異分野の科学技術者と協働できる力を身につけます。科学や工学の課題解決に役立つ新しい

技術は、多くの場合異分野との交流から生まれています。地域課題教育により、異分野との

協働を学びます。主に本学の創造工学科共通科目とシステム理化学科共通科目、学部及び学

科共通科目の中の情報科目、一般教養教育科目の中の地域連携科目や実習系の科目から構成

されています。

（ア）創造工学科共通科目とシステム理化学科共通科目

現代の科学技術者には、隣接する専門分野の科学技術者と協働して仕事ができる能力が

求められています。特に、北海道の産業では、この協働して仕事ができる能力が強く求め

られています。両学科の共通科目では工学や理工学の基盤になっている基礎的科目を専門

分野の枠を超えて学びます。このような専門分野を超えた技術に関する知識と理解は、技

術を広い視野で俯瞰できる力になります。

（イ）学部及び学科共通科目の中の情報科目

情報とデータを取り扱う技術は、現代の全ての産業を支えるとともに産業や社会の枠組

みを超えて社会全体に革新をもたらしています。本学では、全ての分野において、その分

野の情報とデータを学生自らが解析できるように情報教育を行っています。地域の課題に

取り組むためにも情報とデータを取り扱う技術は必須なことから、情報科目を地域課題教

育に加えています。

（ウ）一般教養教育科目の中の地域連携科目や実習系の科目

地域の企業等から提示された課題に取り組む科目や地域産業界での職業体験を積む科

目などで構成されています。実体験を通して、地域産業界の特性を考え、理解します。実

習系の科目には、地域インターンシップや臨海実習、社会体験実習等があります。

この教育プログラムの履修によって、胆振地域・北海道の特性を理解した地域産業を担う

高度な地域人材が誕生し、さらに地域に根差したグローバル・リーダーへと成長していくこ

とを期待しています。 

（２）地方創生推進教育プログラム修了証書

所属する学科・コースの卒業に必要な所定の単位を修得するとともに、地方創生推進教育

プログラムで定めた必修科目 26 単位、選択科目９単位以上、合計 35 単位以上を満たした場

合に、《室蘭工業大学地方創生推進教育プログラム修了証書》を授与します。
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